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移民政策と教育 の 現在

一 グ ロ ー バ ル 基準 と日本 の 実態一

定松　文 （恵泉女学園大学）

1．　 は じ め に

　移民 （migrant ＞
1
に 焦点をあ て た とき に 、教

育との 関係 で どの よ うな社会を前提 として 議論

が 展開されて い るの か。今 の 国際的な移民の 動

向 と先進 国の 移民政策 の 動向 は言語政策に ど の

よ うな影響が で て い る の か。これ が本報告 の 課

題 で ある。

　国連 の 推計 に よれば、2005年時点で 3 億人

弱 の 移 民 がお り、そ の うち 75％は 28 力 国 の 受

入 国に い る とい う偏りが み られ る。それは西 ヨ

ー
ロ ッ パ と北 ア メ リカ に お い て 顕著 で あ り、

OECD諸国全体で 15 歳以上 の 外国生まれ人 口 は

7500万 人 以上 と総人 口 の 9％を占めて い る。そ

して 近年の 傾向 と して 、グ ロ
ーバ ル 経済を牽引

す る企業で の 女性 の 雇用 の 増加 と連動 し、下支

えす る移 民の 女性化 が あ り、「グ ロ
ー

バ リゼ ー

シ ョ ン の 奉公 人（servants 　 of 　 globalization ）」

（Parrias　2001）と呼ばれ て い る。また、　 OECD

諸 国 に お い て は 、「包 括的移民 削減 （blanket

reduction 　 of 　 immigration）」 か ら 「選抜的労

働移民 （selective 　labour　migration ）1 へ と政

策が移行 し、経済成長を促す 「高度人材」 の 受

入 を競い 合 っ て もい る。そ うした移民の 受入 政

策 と並 行 して 、国内 の 統合政策も大きな課題 と

して 認識 され 、移民 とそ の 子 どもた ちの 学校教

育 に お け る低い 成績と高い 失業率を解決するた

め の 調査 と分析 、政策提言 が OECD を中心 に な

され て い る。

　結論 を先取 りする な らば、経済の グ ロ
ーバ ル

化の 進行の 中で、国力の 維持と発展を命題 とす

る国家に お い て は 「リス ク」 回避 と 「コ ス ト」

削減と生 産性 の 観点 か ら移民をとらえて い る と

い うこ とだ。そ して 、移民の 社会統合とい う場

合、ロ
ーカル な課題 とい うよ りもグ ロ ーバ ル な

課題 と して認識 され、国際機関に情報が集積 さ

れ、問題解決 の 方法 が 「技術」 として 開発 され

て い るこ と、い わば 「支配 の テ ク ノ ロ ジ
ー1 が

日々 開発 され て い る こ とが今日的潮流だ とい え

よう。

　こ の ように経済分 野 お い て の みな らず政策立

案の 分 野 に お い て もグ ロ
ーバ ル 化 が 進行 しる点

で、ベ ッ クがい うよ うに 国家と社会は
一

致 して

お らず、先進国 で の 移民政策の 同調化が あ り、
一

方で移民と国民 とい う区別 は な い 、「労働力」

とい う観点 か ら人 々 は資格と技能 で 分断され て

い る社会が顕在化 して い る。

2． 移民の 政策の グ ロ
ーバ ル 基準

　 「選 抜的労働移 民 」 政策 で は 、先端技術 の 開

発 や企業中枢をに な う f高度外国人人材」 の 必

要性 が うた われ 、「人的資源立国」 論を前提 と

し た議論 が 展開 され て い る。 そ して、今居住 し

て い る 「移民」 に対 して は、国に とっ て 不安定

な要因を事前に 処理 する に は ど うした らよ い の

か とい う 「リス ク ・コ ス ト」 論 の 問題意識が 前

提 となっ て い る 。

　OECD の ま とめ た 『移 民 の 子 ど もの 学力社会

的背 景 が学習 に どん な影響を 与 え る の か』

（2003＝2007） で は、「各国の 15 歳児を対象に

行 っ た PISA2003 年調査をもとに、移民の 子 ど

もの 学力を移 民 の 受入 国 の ネイ テ ィ ヴ
2
の 子 ど

も （移民に該当しない 子ども）の 学力 と比較 し」、

分析 した後 に、各国の政策担当者に解決すべ き

課 題を提示 （OECD　2007：4）して い る。移民家
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族 の 社会経済文 化的背景 を 考慮 して も、なお 移

民の 子 ど もとネイ テ ィ ヴの 子 どもの との 学力差

が あ り、世代 の 進行 と と もに学力差が拡大す る

国と縮小す る国との 移民政策、教育政策の 差を

指摘す る 。 移民 の 子 どもが ネイ テ ィ ヴの 子 ど も

に 比 べ て有意 に低 い 得点を示す国で は、言語支

援が体系的で な い とする
一

方 で 、比 較的高い 得

点 の 国で は、成人への 言語 プ ロ グ ラム、就学前

教育あ る い は初等教育期間 中の 体系的な言語教

育支援、二 言語支援の ための 体系的なカ リキ ュ

ラ ム や ガ イ ドラ イ ン の 存在 を あげて い る。

　ま た 、「移民 の 統合に 関す る指標 （MIPEX：

Migrants　 IntegratiQn　 Policy　 Index＞」 で は

　 「労働市場への ア クセ ス しやす さ」、「家族合

流 」、「長期継続的 な住居 」、「政治 参 加 」、「国

籍取得 の しやす さ」、「差別 の な さ」 とい っ た

移民 に とっ て 過 ご しやす い 国、あるい は 移民

の 統合に成功 し て い る国が指数に よ っ て 表現

され、移 民統合 政策 を比較 され る状況にな っ

て い る 。 移民 に とっ て 国を選択す る カ タ ロ グ

で も り、受 入 国 に とっ て は 「高度入材 」 の 獲

得競争た め に克服すべ き課題 を突き付け られ

て い るグロ
ーバ ル 基準になる可能性 が ある。

3．日本 の 移民政策 と教育

こ うし た グロ
ーバ ル 基準を受けた政策提言

を 目本 で 展開 して い るの は 目本 経済団体連

合会で ある。2004 年 4 月 14 日 「外国人受け

入 れ問題 に 関す る提言」、2007 年 3 月 20 日

　 「外国人材受入問題 に 関す る第二 次提言 」、

2GO9 年 7 月 24 日ア ピー
ル 2009 「日本復活

の シ ナ リオ 　少子化
・高齢化

・人 口 減少社

会 へ の 対 応 」 に お い て 「人 的資源立国 の 実

現 」 の た め に 「高度人 材の 養成 と受 入 」 の

必要性 を訴 え て い る。そ して 政策の 立案 ・

実施 の 具体的場面、「外国人集住都市会議」、

文部科学省 「外国人児童生徒教育の 充実方

策 につ い て 」 （2008 年 6 月）、経済産業省 「世

界経済 の 新た な 発展 を先導す る 『ア ジ ア 大

市場』 の 創造」 （2008）に お い て も OECD と

経団連 の グ ロ
ーバ ル 基準 の 浸透が読み 取れ

る。

　この 文脈 で 重視 されるの は 「労働力 」 「人的

資源」 で あ り、移民 の 権利や社会的安定は希

薄 で あ る。言語 教育を通 した過 度な同化 主義、

新た な しか も巧 妙な選 別機能 は 看過 され、誰

の た め の 制度なの か とい う根本的な問 い かけ

は ない 。人権とい う立脚点 に 立 っ た移民個人

の 権利保障なの か、「国力」 とい う観点か ら国

の 経済発展 の た め の 「人 材育成 」 な の か、し

か も期限付 きで はな い か と問 い か ける と、言

語が人を分節化す るグ ロ
ーバ ル な テ ク ノ ロ ジ

ー
とな っ て い るこ とがわか る。

1
生まれた国 とは異な る国で 暮 ら して い る人 とそ の子 孫

とあえて広義 にとらえる。
2 両親の うち少な くともい ずれか

一
方が現居住国で 生 ま

れて い る子 ども。
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